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第２回検討部会結果の整理 

⬛現地確認の感想 

分類 主なご意見（順不同） 

景色について  景色はいいが、景色をウリにするとお金を落とさないのではないかとも思う 
 大野島周辺は平野が続いており、山から一番遠い場所なのではないかと印象

をもった 
 大野島周辺は筑後川の下流に位置しており、上流と違った雄大さがある 
 雲仙や背振山を見渡せ 360 度山や川に囲まれた雄大なパノラマ景観が他に

はない魅力 
 バルーン体験など有明海を一望できるコンテンツがあると面白い 
 大川橋、昇開橋が近い 
 物産を目的にしたら市内の人はわざわざ行かないが、他の道の駅では味わえな

い大野島の景観をウリにしてリピーターを確保することはできるのではないか 
 潮の満ち引きにより同じ時間、同じ場所でも、10 日後の景色は違うと思う 
 昇開橋が景観にマッチしている 
 干潮時の景色は、一般的な川のイメージとは全く異なり面白い 
 

歴史について  かつて博多港よりも繁栄していた若津港や、導流提などの時代背景がある 
 宝島や造船所などの歴史を感じる場所がある 
 

川について  目の前の対岸に諸富の漁港があるのは面白い 
 秋以降はせわしなく船が動くのが見られるのが面白い 
 今日は干潮だった（普段の川のイメージと違う） 
 干満差があるから日本一の導流堤がある 
 もう少し高くて海が見えると良いかなと感じた 
 

アクセスについて  どんな経路で人が入るのか、どんな道を通って来やすいようにするのか 
 地元の人でもややこしい道は行きたくない（シンプルなのが良い） 
 IC からはそれほどかからず道の駅にたどり着けそうだと感じたが、市内からのアク

セスがわかりづらい 
 川を渡ってすぐにたどり着きたい（満潮時に船に乗れると面白い） 
 アクセスが難しくても、それに見合った面白いものがあれば良い 
 

その他  現在のままでは若者が来ることは想定しにくい立地であるが、施設ができると変
わるかもしれない 

 自然景観や歴史・文化資源など希少な価値のある場所であるとわかった 
 物産を中心にすると市内の人はわざわざ行かない 
 台風でどれくらいの被害を受けるのかが気になる 
 堤防をこえて水害が起こらないような施しが必要 
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⬛大川の駅の位置づけ（大川の駅に求められること） 

分類 主なご意見（順不同） 

大川市の活性化  大川市の活性化に向けて外からの人だけを対象にするのでなく、地元の人も集
まれる、行きたくなる魅力 

 外の人に対する魅力（パノラマ景観、イベント、子どもをターゲットにした遊具や
コンテンツ、筑後川流域の物産など） 

 地元の人に対する魅力（スーパーのように気軽に立ち寄れる） 
 食やイベントは外部の人も地元の人、両方をターゲットにできる 
 買うだけでなく食べて楽しむ「体験する」がキーワード 
 今までの産業を現代のニーズにあわせて新しくしていくことが必要で、大川の駅

はその発信地になるのでは 
 三世代で地元の人が集う場所 
 

大川の木工を活かす  「大川」といえば「木工のまち」というイメージを大事にしたい 
 大型家具の展示会はやっているが、小物の展示会や世界大会などを仕掛けた

い 
 他職業の仕事での往来が増えることで、仕事に活かせる様々なアイデアが生ま

れると良い（異業種交流） 
 木で作った器などが製作できると、割れないしおしゃれ 
 

広域連携  地元の農産物を販売することで地元にとってスーパー代わりになる 
 佐賀も含んだ広域での農産物を扱う 
 大川だけで全てをそろえるのは不可能であるため、有明海や筑後七国の連携

をうまく活用して人を呼ぶ 
 周辺地域のいいとこ取りをした道の駅とするのはどうか 
 山は海の恋人 
 

ロケーションや立地などを活

かす（アウトドア） 

 河川敷や堤防を活かして運動できる 
 オンリーワンを作るために、水辺を活かしたい（ウォーターフロント計画） 
 良いロケーションを活かしたい 
 

その他  がらんとした道の駅は可哀そうなのでいつも誰かがいる（常に賑わいのある）と
ころにしたい 

 １日遊べて医療面、福祉施設のような健康ランド的なものがあると良い 
 複合的な体験施設など、親子で楽しめる施設としたい 
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⬛検討部会のアウトプット 

 


